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     会長  小川 忠夫 

 昨年の４月にSA吹田の創立 20周年を向

かえ、20 周年記念誌の発行と記念行事を行

いました。一つの節目を越えた感慨深い一

年であったと思います。これも先輩諸氏の

活動が営々と継続され発展してきた結果だ

と感謝しております。 

 今年度の活動方針の中で重点項目に揚げ

て SA 吹田の名称を「心ふれあい SA 吹田」

と改め、SA 講座修了者以外の方々を含め一

緒になって活動すると言う新しい活動体と

して、力強いスタートを切った一年であっ

たと思います。会員数も 150 名を超え、歌

体操・おもちゃをはじめ色々な活動の場面

で今までの枠を超えた新しい活動のスタイ

ルが始動したように感じています。 

 特に、歌体操市民塾、エコおもちゃ市民

塾などの新しい活動により「心ふれあい SA

吹田」としての活動が名実共に一体化した

活動として元気に展開されています。国際

交流、福祉部会の活動は「心ふれあい SA

吹田」の存在を吹田市の教育委員会や社会

福祉協議会においては多いに認められる現

状があります。この二つの活動は大阪府下

でも抜きん出た活動であると自負していま

す。この活動を関係者に報告したときに、

改めて「心ふれあい SA 吹田」の活動の大

きさ、深さを感じ取っていただけた場面に

幾度も遭遇しています。 

 今年の活動では活動情報部が展開した、

福祉ボランティア派遣事業が順調に推移し

て、「心ふれあい SA 吹田」のボランティア

活動の実態が数値として把握できた事は一

つの成果であったと思います。1300 回以上

の出動回数が報告され、150 名の会員全員

がほぼ年間 10 回近い活動がなされている

ことになります。これは一部の人だけでは

なく全体的な活動にならなければ実現でき

ない驚異的な数字だと思っています。今後

もなんらかの方法でこの活動を継続してい

ただきたいと思っています。 

総務・広報の縁の下の力が各部会の活動

を下支えして活動を支援したことも大きか

ったと思います。今後の活動は更にこの総

務、広報がリード役になりブロック活動の

充実と絡めて斬新的な活動に展開していた

だきたいと思っています。 

4 月からの新年度においては新しい体制

で新しい活動が展開されることになってい

ます。今までの活動を見直して,その時代に

忚じた活発な活動がなされることを期待し

ます。 

 

▲▽被災地に義援金を送りましょう▽▲ 
 

東北関東大震災で、被災され方々には、心からお見舞い申し上げます。 

ＴＶなどで、大変な状況を見て、僅かでもお役に立つよう心ふれあいＳＡ吹田では吹田市

を通じ被災地に義援金を送りたいと思います。会員の皆様のご協力をお願い申し上げます。

なお救援にあたる皆様、万全のご注意をお願いします。 

募金方法   4月 26日(火）13時開催のＳＡ吹田総会の受付の際、募金箱を用意して

おります。皆さん全員の心温まるご支援をお願い致します。 

                心ふれあい SA 吹田   会長 小川 忠夫 
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第９４号 

２０１０年度の活動を振り返って  
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「歌体操市民塾」郊外研修懇親会開催 
 

 

 

市役所仕立てのバスで「ユニトピアささやま」へ                                   

                     歌体操市民塾  加藤 昌子 

歌体操市民塾も２年間の活動を無事終了

し、3 月 1 日(火)最後に市役所からバスを出

していただき「ユニトピアささやま」で研

修懇親会を実施しました。当日は生憎の雨

の中でしたが市民塾生・講師・ＳＡ吹田会

員・市役所文化のまち作り室より 2 名、総

数 37 名の参加で 40 名乗りのバスが満席に

なる盛況でした。10 時半から 12 時までの

歌体操には全員参加して頂き、歌・深呼吸・

指体操・基本体操・若返り体操と皆さん笑

いの渦の中で充分に汗をかき楽しんで頂い

たのではと思っています。 

昼食後はエコおもちゃ塾より「手作りお

ひな様」の材料を用意して頂き、折り紙の

ベテランから「オウム」を教えて頂き、夫々

に皆さん作って楽しんで貰いました。帰り

道「丹波お菓子の城」に立ち寄り試食をし

たり、お土産などを買って 5 時過ぎ吹田に

無事帰ってきました。市民塾も２年間の活

動を続けて来られたのも、イン吹田の講師

陣を始め多くの皆様方のご協力とご支援を

頂いたお陰だと心から感謝しております。

４月から３年目に向かって歌体操市民塾の

活動を継続していきたいと思っております

ので、皆様の忚援よろしくお願い致します。

 
 【塾長 橋本一江さんのコメント】 
歌体操で大切な事は自分のために体操をして皆で教え合う。そして上下の隔たりもなく楽
しく仲間づくりをすること。「ユニトピアささやま」での研修会は私にとって貴重で楽しい
経験で大切な思い出の１頁としたい。
 

 

              総会  
                                 

 

  
 

      

 

ＡＥＤ の講習会に参加して                    

平野 喜美 

心肺蘇生法の手順は周りの安全を確認、

肩をたたいて意識を確認、迅速な通報 119

番 迅速な AEDの確保は周りに居る人を指

差しで頼むこと、AEDが届くまでの心肺蘇

生が命のつなぎ。胸の中央に両手を重ね、

力を入れてプッシュプッシュ 1分間に 100

のペースで圧迫する。とても良く解かりま

した。感覚を忘れない内にまた講習を受け

たいと思いました。
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          大賑わいの「第 11 回いのっこ祭」 
 

笹原 義正(高１期) 

3 月 12 日(土)13 日(日)に亥の子谷 CC に

於いて第 11 回いのっこ祭が開催されまし

た。12日は式典終了と共に私達のおもちゃ

作りに親子連れが大勢押し寄せ、どのおも

ちゃコーナーにも押すな押すなの人だかり

となってしまいました。お昼時にも人だか

りは絶えずなかなか食事をとることさえ難

しいほど多忙を極めました。13日はＳＡの

メンバーが増えましたので同じように親子

連れのお客さんが多くてもなんとか喜んで

もらえる対忚ができたように思います。子

供達が自分でおもちゃを作り上げた時の輝

いた表情が何とも言えず良いもので思わず

ＳＡの皆さんも一緒に喜んでおられたのが

印象的でした。おもちゃ作りが、いのっこ

祭の主役に躍り出たと言えるほど両日とも

大賑わいかつ大盛況でした。了

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            世界から見た日本の学校 

                          ハーメド  国名イラン 

日本の学校を一般的な世界での学校と比

べると、劣っている点や勝っている点が幾

つか目に付く。学校や教室での規律正しさ

はその中でも特に外国の学校と最も違うの

ではないだろうか。さらに給食の用意、後

片付けや自分達の教室やトイレまでも自分

たちで掃除するという自立的な考え方は世

界からの評価のひとつに値するものだろう。

実際私はこのことについて母国であるイラ

ンの教師に加え、フランス、イギリス、ト

ルコ、ブラジル、アメリカやドイツの教師

であった方々やその教育システムの中で勉

強してきた人たちにいろいろ聞いてきたが、

上記のほぼ全ての方々がこのことに対し強

い関心を持っておりこの考え方を高く評価

していた。 

その反面、日本での授業中の子供達の「興

味深さ」がかなり低いような気がしてなら

ない。授業に興味津々で先生と共に考えて

いく、という光景は一切ないといってしま

っていいほど日本では子供たちが関心を持

ちにくい教育法になってしまっているのか

もしれない。 

実際日本の学校での子供たちの個性と言っ

たものは、育ちにくい環境になっている気

がする。もっと自分から勉強したい、教育

を受けたい、それが楽しいと思える授業法、

習っていることが役に立っていると思える

教え方、そしてそこにどんどん疑問を抱き

発想を出すといった興味が渦巻き、個性を

もっともっと投げ出せるような教育の環境

にしていってほしいものである。日本と比

べると十分発展途上国であるイランだが、

日本と比べるとかなり授業に溶け込みやす

い教育の仕方だったことを痛いほど覚えて

いる。イランでの授業はそれはそれは難し

かった一方、とても楽しいものであった。   

（以下次号につづく） 
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  ＳＡ吹田ブログ 

       皆さん SA吹田ブログにアクセスして・・・・また投稿をお待ちしています 

                    記事･写真など・・・・・・・・ 

アドレス http://cocorosasuita.blog91.fc2.com/ 

 

―編集後記― 

東日本の未曾有の大震災、大津波で甚大な被害が出ています。また、福島原発も影響を

うけ放射能漏れ騒ぎ。一日も早い復旧を願いたいものです。      編集  藤川  

ＳＡ吹田全般  時 間 内  容 担 当 場   所 

４月４日(月) １３:３０～１５:３０ おもちゃ部会 八木 市民協働学習センター 

４月８日（金） １０:００～１２:００ ＳＡ吹田役員会 総務 市民会館 

４月１８日（月） １０:００～１２:００ 歌体操部会 加藤昌子 メイシアター第２練習室 

４月２６日(火) １３:００～１５:３０ 心ふれあいＳＡ吹田総会 総務 メイシアター３階 

４月 29日（金） ９:００～１２:００ 印刷／ブロック長部会 広報・ブロック 亥の子谷ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

おもちゃづくり 時 間 内  容 担 当 場   所 

４月９日（土） １０:００～１２:００ おもちゃづくり市民塾 小北月子 北千里公民館 

5月３・４・５日 10:00～15：００ 万博市民展千里から上海 八木・小川 吹田市立博物館 

5月 5日(木) 10:00～15:00 こどもカーニバル 笹原・小北 北千里公園 

5月 7日(土) 10:00～14:30 産業フェア・国際プラザ 笹原・小北 メイシアター 

5月１４日(土) 10:00～16:00 浜屋敷手づくり市 小川 忠夫 浜屋敷 

5月 29日(日) 10:00～15:00 ボランティア・フェスティバル  小川・笹原 市役所前駐車場 

高齢者ケア 時 間  内  容 担 当 場  所 

４月 ２日（土） １４：００～１５:００ 歌体操 加藤昌子 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ「たんぽぽ」 

４月１５日（金） １４:００～１５:００ 歌体操 加藤昌子 弘済院第２特養 

４月２７日（水） １４:００～１５:００ 歌体操 船田弘子 スローライフ千里 

市民塾関係 時 間 内  容 担 当 場   所 

４月１２日(火) １０:００～１２:００ 歌体操介護予防市民塾 加藤昌子 メイシアター第 1練習室 

４月１９日(火) １０:００～１２:００ 歌体操介護予防市民塾 加藤昌子 市民会館 5階 

5月２９日(日) 10:00～15:00 ボランティア・フェスティバル  加藤昌子 市役所前駐車場 

第１ブロック懇談会  

第１ブロック長  吉川 誠 

２月 13 日(日）北千里公民館にて開きました。

寒い中を７名のブロック会員の皆様に出席し

ていただき懇談と村上さんのお話を聞き、楽し

く交流をいたしました。 

ブロック近況 

http://cocorosasuita.blog91.fc2.com/

